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第１回定例会第１回定例会

　

次
の
陳
情
は
、
３
月
定
例
会
ま
で
に

受
け
付
け
た
も
の
で
す
。
な
お
、
意
見

書
の
提
出
を
求
め
ら
れ
て
い
る
陳
情
第

２
号
か
ら
陳
情
第
６
号
は
、
関
係
常
任

委
員
会
に
お
い
て
慎
重
に
審
査
を
行
い
、

３
月
18
日
の
本
会
議
で
次
の
と
お
り
議

決
さ
れ
ま
し
た
。

▲
陳
情
第
１
号　

平
成
21
年
度
税
制
改

正
及
び
行
財
政
改
革
に
関
す
る
陳
情

▲
陳
情
第
２
号　

「
協
同
労
働
の
協
同

組
合
法
（
仮
称
）」
の
速
や
か
な
制
定

を
求
め
る
意
見
書
に
関
す
る
陳
情（
継

続
審
査
）

▲
陳
情
第
３
号　

住
民
の
暮
ら
し
を
守

り
、
安
全
・
安
心
の
公
共
サ
ー
ビ
ス

拡
充
を
求
め
る
陳
情:

総
務
企
画
委

員
会
付
託（
採
択
）

▲
陳
情
第
４
号　

住
民
の
暮
ら
し
を
守

り
、
安
全
・
安
心
の
公
共
サ
ー
ビ
ス

拡
充
を
求
め
る
陳
情:

福
祉
厚
生
委

員
会
付
託（
採
択
）

▲
陳
情
第
５
号　

住
民
の
暮
ら
し
を
守

り
、
安
全
・
安
心
の
公
共
サ
ー
ビ
ス

拡
充
を
求
め
る
陳
情:

経
済
土
木
委

員
会
付
託（
不
採
択
）

▲
陳
情
第
６
号　

物
価
上
昇
に
見
合
う

年
金
引
き
上
げ
を
求
め
る
陳
情
（
採

択
）

陳　
　

情

請　
　

願

請　
　

願

意意  

見見  

書書

　

今
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
請
願
１
件

は
、
関
係
常
任
委
員
会
に
お
い
て
慎
重

に
審
査
を
行
い
、
３
月
18
日
の
本
会
議

で
次
の
と
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

▲
請
願
第
１
号　

ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス

米
の
輸
入
停
止
を
求
め
る
請
願
（
継

続
審
査
）

　

議
員
提
出
に
よ
る
意
見
書
案
３
件
は
、

３
月
18
日
の
本
会
議
に
お
い
て
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
意
見

書
は
、
同
日
付
で
政
府
及
び
関
係
機
関

に
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

▲
住
民
の
暮
ら
し
を
守
り
、
安
全
・
安

心
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
拡
充
を
求
め
る

意
見
書

▲
住
民
の
暮
ら
し
を
守
り
、
安
全
・
安

心
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
拡
充
を
求
め
る

意
見
書

▲
物
価
上
昇
に
見
合
う
年
金
引
き
上
げ

を
求
め
る
意
見
書

人

事

紹

介

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

議
員
の
選
挙

　

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

議
会
議
員
は
、
各
市
町
村
１
名
の
議
員

を
選
出
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
選
挙
の
結

果
、
次
の
議
員
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

片　

平　

忠　

行　

議
員

農
業
委
員
会
委
員
を
４
名
推
薦

　

筑
西
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
満

了
に
よ
り
、
議
会
推
薦
の
農
業
委
員
会

委
員
に
次
の
４
名
を
推
薦
し
ま
し
た
。

　

宮　

﨑　
　
　

勇

　

堀　

江　

健　

一

　

仁　

平　

正　

巳

　

金　

澤　

良　

司

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
同
意

　

人
権
擁
護
委
員
の
う
ち
２
名
が
任
期

満
了
と
な
る
た
め
、
人
権
擁
護
委
員
法

の
規
定
に
よ
り
議
会
の
意
見
を
求
め
ら

れ
、
次
の
方
の
推
薦
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

中　

島　

文　

夫
（
再
任
）

　

 

昭
和
９
年
10
月
25
日
生

　

 

筑
西
市
蓮
沼
69
番
地
６

　

橋　

本　

良　

子
（
再
任
）

　

 

昭
和
21
年
６
月
14
日
生

　

 

筑
西
市
桑
山
２
４
０
２
番
地
２

第
１
回
臨
時
会

　

第
１
回
臨
時
会
は
、
２
月

　

第
１
回
臨
時
会
は
、
２
月
1919
日
に
開

日
に
開

か
れ
ま
し
た
。

か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
臨
時
会
で
は
、
定
額
給
付
金
給

　

こ
の
臨
時
会
で
は
、
定
額
給
付
金
給

付
事
業
や
子
育
て
応
援
特
別
手
当
、
地

付
事
業
や
子
育
て
応
援
特
別
手
当
、
地

域
活
性
化
生
活
対
策
事
業
等
に
関
す
る

域
活
性
化
生
活
対
策
事
業
等
に
関
す
る

各
会
計
の
補
正
予
算
案
の
４
案
と
、
現

各
会
計
の
補
正
予
算
案
の
４
案
と
、
現

在
所
得
制
限
を
受
け
て
い
る
乳
幼
児
の

在
所
得
制
限
を
受
け
て
い
る
乳
幼
児
の

医
療
福
祉
に
つ
い
て
、
特
例
と
し
て
支

医
療
福
祉
に
つ
い
て
、
特
例
と
し
て
支

給
す
る
た
め
の
条
例
制
定
案
が
審
議
さ

給
す
る
た
め
の
条
例
制
定
案
が
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
議
案
は
本
会
議
に
お
い
て

　

こ
れ
ら
の
議
案
は
本
会
議
に
お
い
て

慎
重
に
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
の
と

慎
重
に
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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